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１.1調査位置

資料中における造成範囲については、昭和45年当時の岩国
市都市計画図及び空中写真、旧地形地表踏査等により推測。

【リニアメントについて】
・トンネル線形に係るリニアメントは2つ
認められるが、いずれも不明瞭で、横ず
れ等の変形地形が認められないため⾮活
断層と判断される。
・⻄側のリニアメントでは線状付近の
ボーリング地点（R1-No.2、R1-No.4）で
破砕帯や⾼⾓度⻲裂は確認されていない。
・東側のリニアメントでは線上付近の
ボーリングR1-No.3で⾼⾓度⻲裂の発達
やBPNo.14-4付近で破砕帯が確認されて
いる。

図-1.1 調査位置平面図 ※第1回技術検討委員会資料抜粋
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１.2地質調査の目的と妥当性
表-1.1 調査内容一覧表

※第1回技術検討委員会資料抜粋
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2.1.概要

(1)地質・岩級区分の設定

岩級区分は、委員会コア確認時に「風化変質の程度」と「色調」に着目したコア判定方法の考え方について助言を受け、ボーリングコアによる区分判定により総合的に評価した。

ボーリング調査及び弾性波探査結果より、盛土層及び崖錐堆積層は地山弾性波探査速度として1.2km/s未満、基盤岩（花崗岩）は4層の弾性波速度層に区分される（D(強風化層)：0.5～
1.2km/s、DH～CL(軟岩Ⅰ)：1.2～2.0km/s、CM～CH(軟岩Ⅱ～中硬岩)：2.0～3.0km/s、B一部CH(硬岩)：3.0km/s以上）。地山弾性波速度と岩級、地層区分の関係を表-1.1に示す。

表-2.1 岩級評価（地質・岩級・弾性波速度の関係）

R3.2.26 委員会コア確認

※⾚枠箇所：助⾔により総合的に評価した箇所

ボーリング調査・弾性波速度探査結果およびコア確認による総合的な評価を行い表-2.1に示す岩級評価（地質・岩級・弾性波速度の関係）を行った。
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(1)地質・岩級区分の設定

コア形状、割れ目、コアの硬軟区分等からの岩級区分判定について、ボーリングコアによる岩級区分評価結果を表-2.2のマトリクス表にまとめる。

なお、コア判定においては、委員会コア確認時の「風化変質の程度」と「色調」に着目し評価を行った。

表-2.2 岩級評価（ボーリングコアによる岩級区分評価マトリクス表）

ボーリングコア判定基準

出典：「ボーリング柱状図及びボーリングコアの取り扱い・保管要領（案）・同解説」
（社）全国地質調査業協会連合会、JACIC、平成27年6月、p26,p28,p29抜粋

表-1.3 岩級区分判定の目安（例）

出典：「ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説」（社）
全国地質調査業協会連合会、JACIC、平成27年6月、ｐ34、35抜粋

2.1.概要
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(1)原位置試験（孔内水平載荷試験）

孔内水平載荷試験は、構成される地層の変形係数を求めて。地盤の固さを測定します。

測定は、ボーリング孔壁に荷重を加えてその変位を測定する原位置試験であり。表-2.3に測定した孔内水平載荷試験結果一覧を示す。

表-2.4に各地層（岩級）毎の変形係数を示す。この表から原位置試験による測定結果が、一般的な値に比べて非常に高い測定値を示している。

2.2.原位置試験（孔内水平載荷試験）結果について

表-2.5 岩の変形係数の測定例

表-2.4 各層の変形係数(E)一覧表

測定値 平均

DL - -

DM 44～77 60

DH
57～602

（平均　398）
100

CL 10160 200

CM
2211～14780
（平均　5998）

450

CH
3074～53360
（平均　18336）

800

硬岩 Ｂ一部CH Ｂ 4984～112900 51262 2000

10～100

変形係数
Ｅ（MN/㎡）

一般値
（参考資料⑥）

12461

2838

花崗岩

強風化層

DH～CL

D

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ～
中硬岩

CM～CH

地層名 記号
孔内載荷試験値（ＭＮ/㎡）

岩級

表-2.3 孔内水平載荷試験結果一覧表

- 5 -



図-2.1 ボーリングコア写真（R1-No.8,BNo.5,BNo.6）

ボーリングコア写真を起点側の調査箇所より⽰す。

花
崗
岩

-2.50m

0.00m

-10.00m

強⾵化層。脆い。

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア。
全般に⻲裂が多い。

ボーリングR1-No.8 (令和元年度)
（弾性波探査の起振孔※起点側）
・掘進⻑：10.00ｍ
・孔⼝標⾼：27.59ｍ

-0.90m緩い砂質⼟。 砂質⼟表⼟

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

ボーリングBNo.5 （平成12年度）
・掘進⻑：29.00ｍ
・孔⼝標⾼：46.47ｍ

花
崗
岩

-22.50m

0.00m

-29.00m

強⾵化層。脆い。

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア。
全般に⻲裂が多い。

-1.50m緩い砂質⼟。 表⼟ 礫混じ
り⼟

-5.00m

岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂あり、変質を受け
ている。

花
崗
岩

0.00m

-14.00m

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結状コア。
深度⽅向に硬く
なる。

-1.00m緩い砂質⼟。 表⼟ 砂質⼟

-10.20m
岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂が多い。

ボーリングBNo.6 （平成12年度）
・掘進⻑：14.00ｍ
・孔⼝標⾼：31.76ｍ

トンネル断面
※投影

トンネル断面
※投影

鉛直掘削

鉛直掘削

鉛直掘削

2.3ボーリング結果（コア写真）

CM

CM～CH

DL～DM

DH
優勢
一部
DM,CL

CM～CH

DL

CM

※第1回技術検討委員会資料抜粋（一部加筆）

参考
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盛
⼟

礫
混
じ
り
砂
質
⼟

崖錐 砂質⼟

花
崗
岩

-19.85m

0.00m

-21.00m
-21.60m

-29.15m

-60.00m

造成時の⾕埋め⼟。
⽟⽯、礫が不均⼀に
混⼊する砂質⼟。

渓床堆積物
強⾵化層

岩質は中硬程度。
低⾓度⻲裂が発達。

岩質は硬い部分が優
勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。
部分的に⾼⾓度⻲裂
があり、やや変質を
受けている。

ボーリングR1-No.1 （令和元年度）
・掘進⻑：60.00ｍ
・孔⼝標⾼：68.08ｍ

トンネル断面
※投影

図-2.2 ボーリングコア写真（RI-No.4,R1-No.7,R1-No.1）

花
崗
岩

-35.43m（46.25m）

-20.64m（26.95m）

-40.60m（53.00m）

岩質は硬〜⾮常に硬。
低⾓度⻲裂が優勢。

ボーリングR1-No.4 （令和元年度）
・掘進⻑：53.00ｍ（斜掘り：50°）
・孔⼝標⾼：49.26ｍ

-0.31m（0.40m）緩い砂質⼟。

-4.44m（5.80m）

強⾵化層。
コアは半固結
状で脆い。

砂質⼟

⾵化を受け岩質は軟質。

岩質は中硬〜硬。
低⾓度⻲裂が優勢。
弱く褐⾊⾵化を被る。

表⼟

盛
⼟

礫
混
じ
り
砂
質
⼟

表⼟ 砂質⼟

花
崗
岩

-9.44m（25.20m）

0.00m 鉛直⽅向-m （ ）内、斜掘進⻑

-9.90m（26.42m）

-15.50m（41.39m）

-32.97m（88.00m）

造成時の⾕埋め⼟。
⽟⽯、礫が不均⼀に
混⼊する砂質⼟。

旧地表の緩い⼟砂

やや⾵化しているが
岩質は硬い。
⻲裂は低⾓度が優勢。

岩質は硬い部分が優
勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

ボーリングR1-No.7 （令和元年度）
・掘進⻑：88.00ｍ （斜掘り：22°）
・孔⼝標⾼：70.17ｍ

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

-21.22m（56.65m）

⾵化が進み岩質は軟
質。
半固結〜岩⽚状コア。

0.00m 鉛直⽅向-m（ ）内、斜掘進⻑

岩質は硬い部分が優
勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

-44.80m

岩質は⾮常に硬い部
分が優勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

-6.19m（8.08m）

鉛直掘削 斜め掘削 斜め掘削

トンネル断面
※投影

CM

CH～B

B

CH～B

DL～DM

CH～B

CM～CH

DL～DM

CM

CH～B

B、
一部CH

B

※第1回技術検討委員会資料抜粋（一部加筆）
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盛
⼟

礫
混
じ
り

砂
質
⼟

花
崗
岩

-7.00m

0.00m

-11.40m

-20.00m

-26.00m

-65.00m

造成時の⾕埋め⼟。
礫が不均⼀に混⼊す
る砂質⼟。

強⾵化層。コ
アは半固結状
で脆い。

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結状から岩⽚状コ
ア。全般に⻲裂が多
い。

岩質は硬い部分が優
勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。
部分的に⾼⾓度⻲裂
があり、変質を受け
ている。

やや⾵化しているが
岩質は硬い。
低⾓度⻲裂が優勢。
部分的に⾼⾓度⻲裂
あり。

花
崗
岩

0.00m

-21.50m

-30.70m

-66.00m

造成時の盛⼟。

やや⾵化しているが
岩質は硬い。
低⾓度⻲裂が発達。

⻲裂が発達し岩質は
やや軟質。
⻲裂は低⾓度が優勢
であるが、所々、⾼
⾓度⻲裂があり熱⽔
変質を受けている。
46.04〜48.28ｍ間は
⽯英脈が⼊る。

0.80m盛⼟ 砂質⼟

7.90m

強⾵化層。コア
は半固結状で脆
い。

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア
に採取。
全般に⻲裂が多い。

-42.98m

⻲裂が発達し岩質は
やや軟質。
低⾓度⻲裂が優勢で
あるが、所々⾼⾓度
⻲裂があり熱⽔変質
を受けている。

-63.64m
岩質はやや⾵化して
いるが硬い。

ボーリングR1-No.2 （令和元年度）
・掘進⻑：65.00ｍ
・孔⼝標⾼：73.50ｍ

ボーリングR1-No.3 （令和元年度）
・掘進⻑：66.00ｍ
・孔⼝標⾼：73.66.ｍ

トンネル断面
※投影

トンネル断面
※投影

図-2.3 ボーリングコア写真（RI-No.2，R1-No.3，H30-No.5）

花
崗
岩

-8.00m

0.00m

-14.30m

-23.70m

-70.00m

強⾵化層。コアは半
固結状で脆い。

⾵化が進み岩質は軟質。
固結状から岩⽚状コア。
全般に⻲裂が多い。

岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。
部分的に⾼⾓度⻲裂が
あり、変質を受けてい
る。

やや⾵化しているが
岩質は硬い。
⻲裂は低⾓度が優勢。

ボーリングH30-No.5 （平成30年度）
・掘進⻑：70.00ｍ
・孔⼝標⾼：78.97ｍ

表⼟-0.40m緩い砂質⼟。 砂質⼟

トンネル断面
※投影

鉛直掘削 鉛直掘削 鉛直掘削

B

D

CL

CM
優勢

CM

CM～CH

CM～CH

CM～CH

DL～DM

CL

CM～CH

CM～CH

DL～DM

CM～CH

CM～CH

CH～B

※第1回技術検討委員会資料抜粋（一部加筆）
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ボーリングBPNo.14-4 （平成14年度）
・掘進⻑：38.00ｍ
・孔⼝標⾼：51.49ｍ

ボーリングR1-No.6 （令和元年度）
・掘進⻑：41.00ｍ
・孔⼝標⾼：.43.55ｍ

花
崗
岩

0.00m

-9.89m

-37.00m

-41.00m

盛⼟-1.05m造成時の盛⼟。

-5.33m

⾵化が進み岩質は軟
質。
固結〜柱状コア。

やや⾵化しているが
岩質は硬い。⻲裂あ
り。

礫混じり
⼟砂

岩質は⾵化を受け、
やや軟質な部分もあ
るが全般に硬い。
低⾓度⻲裂が優勢で
ある。所々⾼⾓度⻲
裂があるが、変質は
弱い。

岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

トンネル断面
※投影

図-2.4 ボーリングコア写真（BPNo.14-4、R1-No.9、R1-No.6）

花
崗
岩

0.00m

-38.00m

崖錐
-3.50m

⾕底⾯の堆積⼟砂。

岩質は⾵化を受け、や
や軟質な部分が多く部
分的に硬い。
全般に⽔平⻲裂が発達
する。所々、⾼⾓度⻲
裂あり。
破砕質で岩質は軟質。

礫混じり
砂〜ｼﾙﾄ

花
崗
岩

-2.55m

0.00m

-9.00m

ボーリングR1-No.9 （令和元年度）
（弾性波探査の起振孔※終点側）
・掘進⻑：9.00ｍ
・孔⼝標⾼：45.42ｍ

礫混じり
⼟砂

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

盛⼟造成時の盛⼟。

強⾵化層 -3.44m
やや⾵化しているが
岩質は硬い。
低⾓度⻲裂が優勢。

トンネル断面
※投影

鉛直掘削 鉛直掘削

鉛直掘削

DM

CM

CH

CM～CH

CH～B

CM～CH

DH

CM～CH

※第1回技術検討委員会資料抜粋（一部加筆）

参考

※低速度帯のボーリング
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図-2.5 ボーリングコア写真（BNo.4、BNo.3）

花
崗
岩

0.00m

-8.65m

-30.00m

盛⼟マサの盛⼟。
緩い。

-7.80m
強⾵化層。

岩質はやや⾵化して
いるが硬い。
低⾓度⻲裂が優勢。

礫混じり
⼟砂

岩質は全般に硬質。
⻲裂が発達。
低⾓度⻲裂が優勢。
所々⾼⾓度⻲裂あり。

トンネル断面
※投影

⾵化層。 -9.00m

-14.05m

ボーリングBNo.4 （平成12年度））
・掘進⻑：30.00ｍ
・孔⼝標⾼：45.42ｍ

花
崗
岩

0.00m

-36.00m

表⼟緩い⼟砂。

-4.00m

強⾵化層。
コアは脆
い。

砂質⼟

岩質は全般に硬質。
低⾓度⻲裂が発達す
る。部分的に⾼⾓度
⻲裂あり。
下端は⾵化を受け褐
⾊を帯びる。

-14.90m

0.50m

⾵化を受け岩質は軟
質。
固結状から柱状コア
に採取。

-23.45m

岩質はやや⾵化して
いるが硬い。
低⾓度⻲裂が優勢。

トンネル断面
※投影

ボーリングBNo.3 （平成12年度）
・掘進⻑：36.00ｍ
・孔⼝標⾼：51.12ｍ 鉛直掘削 鉛直掘削

DL

CL～CM

CM～CH

CM～CH

CH～B
一部CM

CH～B

DM

DH

※第1回技術検討委員会資料抜粋（一部加筆）
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3.1.地質縦横断図について

盛⼟区間切⼟区間

⾄

広
島

⾄

柳
井

地質調査結果に基づき、設定した地質・岩級区分から、図-3.1の地質縦断図を作成した。地質縦断図の地層線設定の妥当性について確認する。

図-3.1 地質縦断図

縦断図とラムサウンディングから
盛⼟最厚部断⾯と想定

(1)地質縦断図

地質縦断図はボーリング、ラムサウンディングにより判明した地盤状況と地層分布および弾性波探査、微動アレイ探査による速度分布をもとに作成した。縦断方向の弾性波探査および
ラムサウンディング調査結果より、盛土最厚部はNo.92+6.8付近であると想定される。本調査地は地山を切り盛りした造成面である。トンネル中心区間の約300mの地表面が切り盛り造成面
であり、そのうち起点側（広島側）の240m程度が谷埋め盛土区間、60ｍ程度が切土区間となる。地層構成としては基盤の花崗岩と盛土層、および旧地形の谷筋に崖錐堆積層が分布する。

低速度帯
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盛土造成区間の断面位置は盛土範囲内で実施したボーリング、ラムサウンディング、微動アレイ探査の調査を行った盛土横断①（STA92+41.41を図-3.3に示す。
また、盛土最厚部の断面として盛土横断②（STA92+6.8）をS-7のラムサウンディング結果、弾性波探査結果および旧地形から地層線を推測し作成した（図-3.2）。
切土造成区間の断面位置は、終点側切土造成区間の中心部付近とした。切土横断（STA94+20）は弾性波探査と近傍のボーリング（H30-No.5）結果を反映し作成した（図-3.4）。

3.1.地質縦横断図について

盛土区間切土区間

広島→
←柳井

図-3.3 盛土横断①（STA92+41.41）

（起点側から終点側をみた断面）

図-3.4 切土横断（STA94+20） （起点側から起点終点側をみた断面）

図-3.2 盛土横断②（STA92+6.8）

(2)地質横断図

※崖錐堆積層と盛土の境界はﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ結果からの推定。

盛土横断①（STA92+41.41）

地質調査結果に基づき、設定した地質・岩級区分から、地質横断図を作成した。地質横断図の地層線設定の妥当性について確認する。

（起点側から終点側をみた断面）

盛土横断②（STA92+6.8）

切土横断（STA94+20）
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